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2025年度 

  科目等履修生・聴講生ガイドブック 
 

 

このガイドブックは科目等履修生・聴講生のみなさんに知っておいてほしい学業に関す

る事項をまとめたものです。不明点があれば、教務部(裏表紙の連絡先参照)へおたずねく

ださい。 

 

１．出願手続関係および許可通知の発行 

・出願要項に記載がありますので、必ず確認してください。 

 

２．授業および学年暦（詳細はP1を参照） 

・1年間の学修期間は前期（4月1日～9月16日）・後期（9月17日～3月31日）に分

かれています。 

・2025年度の授業期間は、前期：4月7日～7月22日・後期：9月22日～1月20日で

す。授業への出席は授業期間開始と同時に可能です。 

試験期間は、前期：7月23日～7月31日・後期：1月21日～1月29日です。 

・祝日に授業を実施する日があります〔4月29日（昭和の日）7月21日（海の日）・10

月13日(スポーツの日)・11月24日（勤労感謝の日振替休日）〕ので、ご注意くださ

い。また、感染症や災害等による休講等に対応するため、一部の土曜日は授業予備日

となっています。 

 

３．教育情報システム 

・学内の教育情報システムを利用するために必要となるユーザID（教育情報アカウント）

とMicrosoft365メールアドレスが付与されます。 

 

４．大学からの連絡 

・大学からの連絡はポータルサイト＜My KONAN＞を使用する場合があります。 

・＜My KONAN＞は、大学生活をおくる上で必要な情報にアクセスする窓口として、掲示

情報、シラバス検索、時間割照会、課題提出などから構成されるポータルサイトです。

前述３のアカウントに紐づいています。利用方法等の詳細は許可通知時に別途説明資

料をお渡しします。 
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５．科目等履修生証/聴講生証（学生証） 

・科目等履修生証/聴講生証は配付準備が整い次第、＜My KONAN＞より連絡しますので、

必ず所定の期日までに学生生活支援センター窓口（i Commons2階）まで受け取りに来

てください。 

・科目等履修生証/聴講生証は、定期試験を受けるときや図書館に入館するとき、学内

自由利用パソコンで書類を印刷するときなど、あらゆる場面で必要となります。必ず

携帯しましょう。 

 

６．授業時間 

・授業時間は次の通りです。1回あたりの授業時間は90分です。 

 

７．教室の確認および教室変更 

・授業の教室は、＜My KONAN＞のトップページもしくはシラバスで確認できます。 

 

●教室は次のとおり表しています。 

2-31        2号館 3階 第1教室 

 

建物番号(号館)  階数   教室番号              

 

・履修者数の規模や授業実施方法等により、教室を変更することがあります。教室変更

は、1回限りの変更や、授業終了日まで変更する場合があります。いずれも＜My KONAN

＞でお知らせします。 

 

８．休講および補講 

・担当教員から休講や補講の連絡があれば、＜My KONAN＞でお知らせします。 

 

９．授業の欠席 

・甲南大学では、公に認められた欠席制度（公欠制度）はありません。病気やケガ、忌

引きなどで授業を欠席したときは、次回の授業時に担当教員に連絡してください。た

だし、取扱いは担当教員の判断によります。 

 なお、各担当教員への伝言を教務部や学部・センター事務室で受け付けることはあり

ません。 

 

 

1限 2限 3限 4限 5限 

9：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50 
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10．担当教員への質問等 

・シラバスのオフィスアワーに記載された手段を用いて、連絡をとるようにしてくださ

い。 

・＜My KONAN＞の各授業の「クラスプロファイル」内にある『授業に関する問い合わせ』

より担当教員へ質問を送ることができますので、必要に応じて活用してください。た

だし、必ずしもすぐに返信があるとは限らないので、期限のあるものは、余裕を持っ

て問い合わせをしてください。また、週末や祝祭日、夜間の問い合わせは控えてくだ

さい。 

 

11．授業中のマナーと注意事項 

・授業中は、一般常識としてのマナーを守ってください。 

（1）担当教員に断りなく途中退室しないこと 

 (2）私語は授業の妨げになりますので控えてください 

(3）原則、飲食はできません。（机上に飲食物を置かないこと） 

(4）携帯電話やスマートフォンなどは電源を切るかマナーモードに設定し、使用して

はいけません 

(5）授業の撮影・録画・録音は原則禁止です（撮影などの希望の場合は、必ず担当教

員の許可を得てください） 

 

12．教科書の購入  

・甲南大学生協書籍部で購入できます。シラバスを確認して必要な教科書を購入してく

ださい。 

・購入方法は、以下URLよりご確認ください。 

https://www.knu.jp/service/service_380.html 

 

13．定期試験および試験時間割表（学部授業のみ） 

・定期試験は下表のとおり、授業と異なる時間割で行います（同一曜日を基本に実施し

ます）。個人別の試験時間割は、前期は7月に、後期は12月に＜My KONAN＞で公開さ

れる「試験時間割表」で確認してください。受験に際しては、学生証が必要です。 

 

14．成績の公開 

・成績は前期科目を9月、通年・後期科目を3月に＜My KONAN＞と「学修簿」で公開します。 

・「学修簿」は成績発表以降で在籍期間中に教務部窓口にてお渡しできます。在籍期間を過

ぎると発行できませんのでご注意ください。 

１ 限 ２ 限 ３ 限 ４ 限 ５ 限 ６ 限 

9：00～10：20 10：30～11：50 12：40～14：00 14：10～15：30 15：40～17：00 17：10～18：30 
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15．交通機関の不通、気象警報発表に伴う授業及び試験の取扱い 

防災気象情報等による土砂災害警戒区域への避難勧告等発令に伴う授業及び 

試験の取扱い 

・＜My KONAN＞やホームページでお知らせします。必ず確認のうえ、行動してください。 

気象警報の解除時刻 

避難指示の解除時刻 
授業（試験）の取り扱い 

午前7時までに解除されたとき 平常どおり授業（試験）を行う 

午前11時までに解除されたとき 3時限目からの授業 

または4時限目からの試験を行う 

午前11時を過ぎても解除されないとき 授業（試験）は行わない 

 

16．施設利用および遺失物（落とし物） 

・各種施設は科目等履修生証/聴講生証を携帯のうえ、利用してください。 

 図書館・サイバーライブラリの利用を科目等履修生証/聴講生証の発行より前に希望す

る場合は、図書館窓口で本人確認ができる身分証明書（「運転免許書」・「健康保険証」・

「パスポート」等）を提示して申し出てください。図書館・サイバーライブラリの入館

が可能な仮カードを発行します。なお、仮カードは、「科目等履修生証」または「聴講

生証」を受け取り次第、速やかに図書館に返却してください。 

・体調不良になった場合は、保健室（iCommons 2階）を利用してください。 

・落し物をしたときや教室に忘れ物をしたときは、KSC 大学事務室（3 号館 1 階）に探し

に来てください。 
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岡本キャンパス 本校舎 配置図 
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2024.3 

甲 南 大 学 教 務 部 

〒658-8501神戸市東灘区岡本8-9-1 

℡(078)435-2711 

開室時間（通常）  平 日：9時～18時 

土曜日：9時～13時 

       ※授業のない期間は下記URLで開室時間を確認すること。 

        URL: https://www.konan-u.ac.jp/kyohmu/  

 

 

甲 南 大 学 教 務 部 

〒658-8501神戸市東灘区岡本8-9-1 

℡(078)435-2711 

開室時間（通常）  平 日：9時～18時 

 

       ※授業のない期間は下記URLで開室時間を確認すること。 

        URL: https://www.konan-u.ac.jp/kyohmu/  

2025．3 

講堂兼体育館 

図書館 



1　関連諸規程

・学修に関する取扱い
・�学内試験（定期試験、臨時試験及び追試験）の受験に関する
注意事項
・�学内試験（定期試験、臨時試験及び追試験）における
　不正行為に対する処置
・交通機関の不通、気象警報発表に伴う授業及び試験の取扱い
・�防災気象情報等による土砂災害警戒区域への避難勧告等発令
に伴う授業及び試験の取扱い
・学籍関係の取扱方
・外国留学規程
・継続履修に関する取扱い
・外国留学に伴う履修登録の取扱い
・転学部規程
・学士入学規程
・再入学規程
・甲南大学卒業見込証明書の発行基準
・甲南大学学費納付規程
・甲南大学卒業延期に関する規程
・科目等履修生規程
・研究生規程
・甲南大学聴講生規程
・甲南大学大学院科目等履修生規程
・甲南大学経済学部派遣聴講生規程
・甲南大学経営学部派遣聴講生規程
・甲南学園情報セキュリティポリシー
・甲南学園情報システム利用内規
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学修に関する取扱い
� 令和 ６ 年 ２ 月16日　学長決定

（授業科目の履修）
1 �　学生は、毎学期初めの指定された期日までに、履修する授
業科目を登録し承認を得なければならない。指定日以後の登
録は、原則としてこれを認めない。
1 �の 2 　前項で承認された授業科目は、毎学期の指定された期
間において取り消すことができる。ただし、開講学部・学科
等が指定する授業科目及び大学院の授業科目は取り消すこと
ができない。
1 �の 3 　前項で取り消すことのできる授業科目の単位数は、各
年度で12単位以内とする。
1 �の 4 　前2項の規定にかかわらず第1項で承認された授業科目
のうち、履修の継続が困難であると所属学部長、学環長又は
研究科長（以下「所属学部長等」という。）が判断し、教務部
長が認める場合は、授業科目を取り消すことができる。
２�　履修登録をしていない授業科目については、試験を受ける
ことができない。試験を受けた場合でも単位を与えない。
３�　同一授業科目を再履修することはできない。ただし、不合
格となつた授業科目は、履修登録すれば再履修することがで
きる。

（学内試験）
４�　学内試験を定期試験、臨時試験及び追試験に分ける。
５�　定期試験とは、学期末又は学年末に行う試験をいう。
６�　臨時試験とは、集中講義等による授業科目で、定期試験以
外の時期に行う試験をいう。
７�　追試験とは、定期及び臨時試験を受けることができなかつ
た者で、次の各号のいずれかに該当する場合に願い出た者に
ついて行う試験をいう。なお、追試験は、各科目の試験終了後、
定められた期間内に実施するものとする。
　（1）�病気の場合
　（2）�配偶者及び2親等以内の親族死亡の場合（3日間とするが、

遠隔地で死亡の場合は認められた期間）
　（3）�就職試験の場合
　（4）�悪天候やストライキ等により、通学証明書に記載された

経路の公共交通機関が不通あるいは大幅な延着の場合
　（5）�大学院受験の場合
　（6）�不慮の事故により被害にあつた場合
　（7）�自宅等が災害により被災した場合
　（8）�教育実習等の正課における学外実習の場合
　（9）�オリンピック・パラリンピック及びこれに準ずると認め

られる国際競技大会に、選手として出場した場合
　（10）�その他正当な事由によつて受験できなかつたと所属学部

長等が判断し、教務部長が認めた場合
7 �の 2 　前項の追試験の希望者は、受験できなかつた授業科目
の試験日を含めて3日以内（第7項第4号の大幅な延着に該当
する場合は、当日内）に教務部（西宮・ポートアイランドキャ
ンパスは各事務室）に、前項各号の事由により試験日に受験
ができなかつたことを証明する書類等を添付して、所定の様
式で願い出なければならない。なお、受験できなかつた授業
科目の試験日を含めて3日以内に願い出ができない場合は、当
該期間内に教務部（西宮・ポートアイランドキャンパスは各
事務室）に申し出ること。
8 �　学費未納者は、学内試験を受けることができない。
9 �　学内試験において、不正行為のあつた者は、別に定める「学

内試験（定期試験、臨時試験及び追試験）における不正行為
に対する処置」を適用する。
10�　学内試験に際しては「学内試験（定期試験、臨時試験及び
追試験）の受験に関する注意事項」を守らなければならない。

（成績評価及びGrade Point）
11�　履修を承認された授業科目の成績の評価及びGrade Point
（GP）は、次のとおりとする。

区分 評価 評点 GP

合格

秀（AA） 90点以上 4

優（A） 80点以上
90点未満 3

良（B） 70点以上
80点未満 2

可（C） 60点以上
70点未満 1

不合格 不可（D） 60点未満 0

11�の 2 　前項に定められた各評価の修得単位数にGPの値を乗じ
た値の合計値を、総履修登録単位数で除した数値（小数点第3
位を四捨五入）をGrade Point Average（GPA）とする。
12�　各授業科目につき一度修得した単位（成績）を取り消すこ
とはできない。
13�　成績の発表は、前期分を9月に（通年の授業科目を除く）、
後期又は学年末分を3月に学修簿及び学生ポータルサイトによ
つて行う。
14���　成績についての問い合わせは、成績発表日を含めて5日以内
とし、必ず学修簿等を提示して教務部（西宮・ポートアイラ
ンドキャンパスは各事務室）に申し出ること。
14�の 2 　前項の結果に対して不服がある場合は、別に定める要
領に従つて異議を申し立てることができる。

（卒業資格及び在学年数）
15�　本大学に4年以上在学して所定の単位を修得した者には、卒
業の資格が与えられる。ただし、学士入学又は転学部した者
については、以後2年以上、再入学した者については、4年か
ら再入学前の在学年数を控除した年数以上、編入学した者に
ついては、4年から本大学で在学したとみなした年数を控除し
た年数以上在学することを要する。
16�　本大学に在学できる年数は、8年を超えることはできない。
ただし、学士入学した者については8年から2年を控除した年
数とし、転学部又は再入学した者については、転学部又は再
入学前の在学年数を、編入学した者については、本大学で在
学したとみなした年数を8年から控除した年数とする。

（補則）
17�　「授業科目の履修」第1項の履修登録の承認は、教務部長が
与えるものとする。
18�　「卒業資格及び在学年数」の再入学前の在学年数及び編入学
した者の本大学で在学したとみなした年数とは、学部教授会
又は学環会議で在学したものと認めた年数とする。
19�　「学内試験及び成績」第7項の2の「3日以内」及び第14項の「5
日以内」には、教務部（西宮・ポートアイランドキャンパスは各
事務室）休室日を除く。

（改廃）
20�　この取扱いの改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決
定する。
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学内試験（定期試験、臨時試験及び追試験）
の受験に関する注意事項

� 令和 ６ 年 ２ 月22日　学長決定

1 �　受験資格
　　履修登録をしていない科目は受験できない。
2 �　学生証
　（1）�学生証は、試験中、机上に呈示しておくこと。
　（2）�学生証のない者は、受験できない。（注を参照のこと。）
3 �　入退場
　（1）�試験場では、監督者の指示に従うこと。
　（2）�15分以上遅刻した者は、入場できない。
　（3）�場内では、一机に2人宛、机の両端に座ること。特に指

示があれば、その指示に従うこと。
　（4）�所定の座席調査票の自分の座席欄に学部等、学年、学籍

番号及び氏名を記入しなければならない。
　（5）�退場は、試験開始後30分経ち、かつ、監督者の指示があ

つた後でなければならない。
　（6） 試験終了時刻の10分前からは、退場できない。
　（7）入退場には、指定の出入口を使うこと。
　（8）一旦退場した者は、再入場できない。
　（9）�試験終了後も、答案の回収が完了するまで入場してはな

らない。
4　所持品
　（1）�机の上に置ける所持品は、特に持込みを認められた教科

書等を除いては、学生証、仮学生証のほかに鉛筆、ペン、
消しゴム、鉛筆削り、時計（計時機能だけのもの）及び
眼鏡である。それ以外の所持品は、内容が見えないよう
にして各自の足下に置くこと。

　（2）�持込みを認められたものには、あらかじめ自分の氏名を
記入しておくこと。

　（3）�下敷及び筆箱の使用は、認めない。
　（4）�携帯電話等は試験開始前に電源を切って鞄等にしまいこ

み、机上に置かないこと。
5　持込み
　�　持込みについては別に定め、掲示等により周知する。
6　答案
　（1）�試験開始後直ちに答案用紙に学部等、学年、学籍番号、

氏名等を必ずペンで記入すること。
　（2）�答案の提出方法及び別刷りの問題用紙の取扱いについて

は、監督者の指示に従うこと。
　（3）�答案は、試験場外へ持ち出してはならない。

〔注〕
　 1 �　学生証を忘れた者には、学生支援機構事務室（西宮・ポー
トアイランドキャンパスは各事務室）で仮学生証を交付する。

　2  �　仮学生証の交付は、本人の試験の開始15分前から行い、
交付日のみ有効とする。

　 3 �　仮学生証には、写真登録カードが添付されていることか
ら、これは試験終了後直ちに学生支援機構事務室（西宮・
ポートアイランドキャンパスは各事務室）へ返却しなけれ
ばならない。

　 4 �　写真登録カードを返却していない者又はその提出を怠ってい
る者には、いかなる理由があつても仮学生証を発行しない。

７ �　この注意事項の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が
決定する。

学内試験（定期試験、臨時試験及び追試験）
における不正行為に対する処置

� 令和 ６ 年 ２月22日　学長決定

1 �　次の事項に該当する場合は、監督者において受験停止（当
該試験無効）のうえ退場を命ずる。
　（1）�監督者の指示に従わないこと。
　（2）�ノート、テキスト、参考書、六法全書、辞書等を試験時

間中に貸借すること。
2 �　次の事項に該当する場合は、直ちに退場を命ずるとともに、
当該学期の試験時間割にある履修登録授業科目を全科目無効
とし、その成績評価は行わない。場合によつては、甲南大学
学則による処分をすることがある。
　（1）�代人として受験すること、又は代人に受験させること。
　（2）�許可されていないノート、テキスト、参考書、六法全書、

辞書等を参照すること。
　（3）�あらかじめ机等に書き込んだり、カンニングペーパー等

を用意すること（六法全書、辞書等に書き込む場合も含
む。）。

　（4）�他人の答案をのぞき見て写しとつたり、故意に写させた
りすること。

　（5）�試験内容に関して私語をすること。
　（6）�試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブ

ル端末等の許可されていない電子機器類を使用すること。
　（7）�その他、不公正な手段を用いて受験すること。
3 �　前項の不正行為に関する処置は、学生生活支援センター所
長と教務部長が学生生活支援センター運営委員会及び教務部
委員会の構成員と協議のうえ決定し、学生生活支援センター
所長及び教務部長の連名で公示する。なお、特に必要な場合
には、学生の属する学部又は学環の長及び指導主任の参加を
求めて意見を聴くことができる。
4 �　この処置の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決定する。

交通機関の不通、気象警報発表に伴う授業
及び試験の取扱い

� 令和元年12月19日　学長決定

1 �　気象警報発表に伴う授業及び試験の取扱いは、次のとおり
とする。
　（1）�午前7時までに、特別警報及び暴風警報が解除されたと

きは、平常どおり授業及び試験を行う。
　（2）�午前11時までに、特別警報及び暴風警報が解除されたと

きは、授業にあつては3時限目（西宮キャンパスは4時限
目）から、試験にあつては4時限目（ポートアイランドキャ
ンパスは3時限目）から行い、午前11時を過ぎても、解
除されないときは、授業及び試験を行わない。

　（3）�特別警報が授業及び試験時間中に発表されたときは、授
業及び試験を中止し、発表以降授業及び試験を行わない。

　（4）�暴風警報が授業及び試験時間中に発表されたときは、緊
急性及び交通機関の運行状況等を考慮の上、授業及び試
験の中止等を教務部長の判断により措置する。

　（5）�特別警報又は暴風警報が発表されることが見込まれる場
合は、授業及び試験の中止等を教務部長の判断によりあ
らかじめ措置することができる。
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2 �　交通機関の不通に伴う授業及び試験の取扱いは、次のとお
りとする。
　（1）�西日本旅客鉄道株式会社のJR京都線（京都・大阪間）、

JR神戸線（大阪・姫路間）、山陽線（姫路・上郡間）又
は阪急電鉄株式会社線において、電車の運行が全面的に
停止、又はこれに準ずる状況が発生した場合は、教務部
長の判断により措置する。

　（2）�ポートアイランドキャンパスにあつては、神戸新交通株
式会社のポートライナーの運行状況により、授業及び試
験の実施について判断を必要とする場合は、フロンティ
アサイエンス学部長が教務部長と協議の上、措置する。

　（3）�前2号の各交通機関において計画運休が発表された場合
は、学生及び教員の通学、通勤への影響を検討の上、授
業及び試験の中止等を教務部長の判断によりあらかじめ
措置することができる。

3 �　学外施設等での授業の実施について判断を必要とする場合
は、現地の気象状況、交通機関の運行状況等を踏まえ、担当
教員と協議の上、授業の中止等を教務部長の判断により措置
する。
4 �　不測の事態の発生により授業及び試験の実施について判断
を必要とする場合は、授業及び試験の中止等を教務部長の判
断により措置する。
5 �　この取扱いの改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決
定する。

［注］
　特別警報及び暴風警報は、次のいずれかの場合とする。
①�別表の区分Aの地域にあるいずれかの市町に発表された場合
②�別表の区分Bの地域にあるいずれかの市町に発表され、複数
の地域が対象となつた場合

　　別　表
区分 地域 市町

A

阪神
神戸市、尼崎市、西宮市、
芦屋市、伊丹市、宝塚市、
川西市、三田市、猪名川町

播磨
南東部

明石市、加古川市、三木市、
高砂市、小野市、加西市、
加東市、稲美町、播磨町

B

播磨
南西部

姫路市、相生市、赤穂市、
たつの市、太子町、上郡町

大阪市 大阪市

北大阪
豊中市、池田市、吹田市、
高槻市、茨木市、箕面市、
摂津市、島本町、豊能町、
能勢町

防災気象情報等による土砂災害警戒区域
への避難勧告等発令に伴う授業及び試験
の取扱い

� 平成30年10月11日　学長決定

1 �　神戸市東灘区の土砂災害警戒区域に避難勧告及び避難指示
が発令されたことに伴う岡本キャンパス（西宮キャンパス、
ポートアイランドキャンパスは除く）の授業及び試験の取扱
いは、次のとおりとする。

　（1）�午前7時までに、避難勧告及び避難指示が解除されたと
きは、平常どおり授業及び試験を行う。

　（2）�午前11時までに、避難勧告及び避難指示が解除されたと
きは、授業にあつては3時限目から、試験にあつては4時
限目から行い、午前11時を過ぎても、解除されないとき
は、授業及び試験を行わない。

　（3）�避難指示が授業及び試験時間中に発令されたときは、授
業及び試験を中止し、発令以降授業及び試験を行わない。

　（4）�避難勧告が授業及び試験時間中に発令されたときは、緊
急性及び交通機関の運行状況等を考慮の上、授業及び試
験の中止等を教務部長の判断により措置する。

　（5）�避難勧告又は避難指示が発令されることが見込まれる場
合は、授業及び試験の中止等を教務部長の判断によりあ
らかじめ措置することができる。

2 �　神戸市東灘区以外の土砂災害警戒区域に避難勧告及び避難
指示が発令されたことに伴い授業及び試験の実施について判
断を必要とする場合は、教務部長の判断により措置する。
3 �　この取扱いの改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決
定する。

学籍関係の取扱方

� 令和 4 年 4月28日　学長決定

（除籍）
1 �　授業料その他の学費を学費納付規程に定められた期限内に
納入しないときは、除籍の処分を受け、本大学学生の身分を
失う。
2 �　在学期間が8年を超える者は、除籍する。
３ �　死亡又は行方不明となつた者は除籍する。
（復籍）
４ �　授業料その他の学費の納付を怠り、除籍された者が除籍の
日付から1年以内に復籍を願い出たときは、学長は、審議の上
許可する。

（休学）
５ �　疾病その他やむを得ない理由で6箇月以上就学できない者
は、所定の様式により休学願を提出し、学長の許可を得て休
学することができる。休学の期間は、引き続き2年以内、通算
して4年以内とし、休学の期間は、これを在学期間に算入しない。

（復学）
６ �　休学の理由が消滅し、休学期間中に復学を希望する者は、
所定の様式により復学願を提出し、学長の許可を得て復学す
ることができる。

（退学）
７ �　疾病その他やむを得ない理由で退学しようとする者は、所
定の様式により退学願（保証人連署）を提出し、学長の許可
を得なければならない。

（再入学）
８ �　疾病その他やむを得ない理由で退学した者又は授業料その
他の学費の未納による除籍の日から1年を経過した者が再入学
を願い出た場合は、学長は、審議の上許可することがある。
ただし、再入学の時期は、学年又は学期の初めに限る。

（停学）
９ �　甲南大学学則第37条に規定する停学期間が3箇月以上にわ
たるときは、甲南大学学則第16条及び第29条に規定する在学
期間に算入しない。

（留学）
10�　外国留学規程により外国の大学への留学又は留学の延長を
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希望する者は、所定の期間内に所定の様式により留学願又は
留学延長願を提出し、学長の許可を得て留学し、又は留学を
延長することができる。留学期間は、甲南大学学則第16条及
び第29条に規定する在学期間に算入する。
11�　外国留学規程第8条により留学又は留学の延長を辞退した者
及び同規程第13条により留学又は留学の延長を取り消された
者は、別段の事情がない限り、当初から留学又は留学の延長
がなかったものとして取り扱う。
12�　4年次において外国留学規程に基づいて留学した者の卒業期
日は、帰国年度の学期末又は学年末のいずれか早い時期とす
る。ただし、上記の者のうち、卒業の延期を許可された者又
は外国留学規程第3条第3項に該当する場合は、この限りでな
い。

（改廃）
13�　この取扱方の改廃は、合同教授会の審議を経て、学長が決
定する。

外国留学規程

� 令和 ６ 年 ２ 月22日　学長決定

第�1 条　甲南大学学則、甲南大学大学院学則（以下「学則等」
という。）に基づく外国の大学への留学のうち渡航、滞在して
外国の大学において授業科目を履修する留学（以下「留学」
という。）に関しては、学則等に定めるもののほか、この規程
の定めるところによる。
2 �　この規程にいう外国の大学とは、外国において学位授与権
を有する大学その他正規の高等教育機関又はこれに相当する
教育研究機関であり、かつ次の各号のいずれかに該当するも
のをいう。
　（1）�本大学と留学に関する協定を締結した大学等（以下「協

定校」という。）
　（2）�本大学、学部、学環、学科、研究科又は専攻と留学に関

する協定を締結している機関が窓口となって留学機会を
提供する大学等（以下「認定校」という。）

　（3）�学部、学環、学科、研究科又は専攻が留学に関する協定
を締結した外国の大学等（以下「学部等協定校」という。）

　（4）�留学を希望する学生の申請に基づき当該学生が所属する
学部、学環又は研究科の長（以下「所属学部長等」という。）
が認定した大学等（以下「学部等認定校」という。）

3 �　この規程による留学は、前項に定める外国の大学において
授業科目を履修することをいう。
第�2 条　留学期間は、1年以内とする。
2 �　前項にかかわらず、本大学に在籍する学生が、協定校の所
定のプログラムを修了することにより、協定校から定められ
た学位を受けるプログラム（以下「ダブルディグリープログ
ラム」という。）の留学期間は、2年以内とする。
3 �　特別の事情がある場合は、前2項に定める期間に加えて、1
回かつ1年以内に限り留学の延長を許可することができる。
第�3 条　留学は、次の学生に許可する。
　（1）�2年次以上の学部・学環の学生
　（2）�大学院学生
2 �　前項第1号の規定にかかわらず、1年次の学部・学環の学生
であつても、留学先の学期の開始時期により、本大学の後期
試験の終了日以降に留学する場合であれば、留学を許可する
ことができる。

3 �　本大学院に入学を許可されている本大学学部・学環の学生
については、大学院の入学に支障がないときは、学部・学環
と大学院にまたがる期間の留学の許可をすることができる。
4 �　留学は、所定の留学願により指定の期間内に願い出なけれ
ばならない。
5 �　第1条第2項第4号に規定する大学等への留学を希望する学
生は、前項に規定する手続以前に学部等認定校認定願を提出
し、所属学部長等の認定を得なければならない。
6 �　留学延長の場合は、留学期間終了の2箇月前までに留学延長
願を提出しなければならない。
第�4 条　留学は、学部教授会、学環会議又は研究科委員会（以
下「教授会等」という。）の審議を経て、学長がこれを許可する。
2 �　前条第3項に定める場合においては、留学の出願者が所属す
る学部・学環及び大学院入学後に所属する研究科の教授会等
の審議を経て、学長がこれを許可する。
3 �　所属学部長等は、留学を許可するか否かの審議に際しては、
出願者の指導主任又は研究指導教員に諮り、その意見及び協
力を求めることができる。
4 �　前3項の規定は、留学延長の場合に準用する。
5 �　学部等認定校は、教授会等の審議を経て、所属学部長等が
認定する。
第�5 条　学生がこの規程により外国の大学において履修するこ
とができる授業科目は、原則として学則等に定める外国語科
目、当該学部・学環の専門教育科目又は当該研究科の授業科
目に相当する科目とする。
第�6 条　留学期間（留学延長の場合は全留学期間。以下同じ。）
が終了したときは、1箇月以内に帰学し、国際交流センターが
指定する期間内に留学報告書を提出しなければならない。
2 �　単位の換算を受けようとする学生は、換算に必要な証明書
その他の書類を提出しなければならない。留学期間終了後、
国際交流センターが指定する期間内にこれらの提出のないと
きは、単位の換算は行わない。
3 �　ダブルディグリープログラムにより留学し、留学期間中に
単位の換算を受けようとする学生は、留学期間中の所定の期
間に、単位の換算に必要な書類を提出しなければならない。
4 �　病気その他やむを得ない理由があるときは、その旨を証明
する書類を添えて、前項の留学報告書及び単位の換算に必要
な書類を郵送、代人による持参等により提出することができる。
5 �　単位の換算は、学生が外国の大学において修得した授業科
目の単位数及び成績を、学則等に基づき、学部・学環の学生
についてはオンライン留学規程に規定するオンライン留学に
より修得した単位数とあわせて60単位を限度とし各学部・学
環が定める当該年次に受講できる授業科目の単位数の範囲内
において行う。また大学院学生についてはオンライン留学規
程に規定するオンライン留学により修得した単位数とあわせ
て10単位を限度とする。
第�7 条　単位の換算は、所属学部長等が行う。
2 �　所属学部長等は、単位の換算に際しては留学報告書及び換
算に必要な書類を審査するほか、必要と認めるときは外国の
大学に照会してこれを行う。
3 �　所属学部長等が単位の換算を行つたときは、その結果を学
長に報告するとともに教務部及び国際交流センターに通知す
る。
第�8 条　学生が外国の大学において、留学又は留学の延長を受
け入れられないとき、その受入れを取り消されたとき、又は
病気その他の理由により留学の辞退を認められたときは、1箇
月以内に帰学して留学辞退届を提出しなければならない。た
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だし、留学辞退届は、病気その他やむを得ない理由があると
きは、郵送、代人による持参等により提出することができる。
第�9 条　留学開始の学年に学則等の規定に従い履修登録し承認
を得た授業科目で、留学により履修できなくなるものについ
ては、履修登録を無効とする。ただし、留学開始年度におい
て、所属学部長等の承認を得た授業科目については、帰学後、
継続履修することができる。
2 �　帰学後、その年度において履修（継続履修を含む。）を希望
する授業科目については、指定の期日までに、本人が教務部
に届け出て承認を得なければならない。
第�10条　この規程に定めるもののほか、外国の大学において履
修することができる授業科目の種類、単位数及び履修方法の
細目等については、教授会等の定めるところによる。
第�11条　留学願、学部等認定校認定願、留学延長願、留学辞退届、
留学報告書その他留学に関して学生が提出する書類は、国際
交流センターに提出し、国際交流センターからこれを所属学
部長等に送付する。
2 �　所属学部長等は、留学又は留学の延長を許可したとき及び
留学辞退届その他の書類を受理したときは、必要な事項を関
係部局に通知する。
第�12条　留学する場合の学費については、別に定める。
第�13条　留学又は留学延長の許可を受けた学生が次の各号のい
ずれかに該当するときは、外国の大学との協議及び当該教授
会等の審議を経て、学長はその許可を取り消すことがある。
　（1）�留学の成果をあげる見込みがなくなつたとき。
　（2）�本大学学生の本分に反する行為があつたと認められるとき。
　（3）前条の学費の納付を怠つたとき。
第�14条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

継続履修に関する取扱い

� 令和 ５ 年12月13日　教務部委員会承認

Ⅰ�．継続履修をする場合は、次の各号のすべての要件を備えて
おかなければならない。
　（1）�甲南大学学則第12条の2又は甲南大学大学院学則第9条

の2に基づき、留学する者であること。
　（2）�前期履修後、留学し、次年度前期まで留学期間が連続す

ること。
　（3）�通年科目であり、留学開始年度に受講届を提出し、認め

られていること。
　（4）�同一授業科目であること。
　（5）�留学前に、所属学部長、所属学環長又は所属研究科長（以

下「所属学部長等」という。）に継続履修願を提出し、承
認を得ていること。

　（6）�帰学後、指定の期日までに、あらためて所属学部長等の
承認を経て、受講届を提出すること。

Ⅱ�．留学前に継続履修が認められた科目であっても、開講科目、
カリキュラム、講義内容等の変更により、継続履修できない
場合がある。
Ⅲ�．2年間連続の科目の継続履修については、上記Ⅰ－（2）の
要件に関わらず、所属学部長等と教務部長が協議の上、認め
ることができる。

外国留学に伴う履修登録の取扱い
� 令和 ５ 年12月13日　教務部委員会改正

　甲南大学学則第12条の2に基づき、外国の大学へ留学した者
の帰学後の履修登録について次のとおり取り扱う。

1 �．履修登録の期限は次の各号のとおりとする。登録期限が休
日にあたる場合は当該日の翌日を登録期限とする。ただし、
授業担当者の都合等により履修登録ができない場合がある。
　（1）�前期科目の登録期限は4月30日とする。
　（2）�通年科目の登録期限は6月15日とする。
　（3）�後期科目の登録期限は10月15日とする。
2 �．継続履修を認められている授業科目については、「継続履修
に関する取り扱い」による。
3 �．別表に定める授業科目について、留学期間が6月15日を超
える場合は次のとおり取扱い、履修登録を許可する。
　（1）�留学前に、授業科目担当者の指導を受け、所属学部長又

は学環長（以下「所属学部長等」という。）の承認を得て
いること

　（2）�帰学後にあらためて所属学部長等の承認を得ること
4 �．別表に定めない科目で留学期間と授業期間が重複しない科
目について、留学期間が登録期限を超える場合は、所属学部
長等が許可する科目に限り履修登録を許可する。

【別表】
学部 学　　科 授業科目

文　
学　
部

日 本 語 日 本 文 学 科 卒業研究
英 語 英 米 文 学 科 卒業研究
社 会 学 科 卒業研究
人 間 科 学 科 卒業研究・演習Ⅱ
歴 史 文 化 学 科 卒業研究

理
工
学
部

物 理 学 科 物理学卒業研究
生 物 学 科 生物学卒業実験
機 能 分 子 化 学 科 機能分子化学卒業研究

経 済 学 部 該当科目なし
法 学 部 該当科目なし
経 営 学 部 専門演習Ⅱ
知 能 情 報 学 部 卒業研究及び演習
マ ネ ジ メ ン ト 創 造 学 部 卒業研究プロジェクト
フロンティアサイエンス学部 ナノバイオ卒業研究
グ ロ ー バ ル 教 養 学 環 STAGE演習Capstone

転学部規程

� 令和 7 年 2月27日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則に基づき、転学部について
必要な事項を定める。
第�2 条　転学部の願い出は、1学部1学科に限る。
第�3 条　転学部を願い出ることができる者は、当該年度を含め
て2年以上在学し、所属する学部又は学環の卒業に要する単位
数のうち、次の各号に定める単位数を修得又は修得する見込み
の者とする。



128

第５部：資料

関
連
諸
規
程

K DIC162  1132784_甲南大学2025履修ガイドブック_ 

1

校 

２

校 

３

校 

４

校 _北谷<P128>　

　（1）�基礎共通科目8単位、外国語科目の基礎外国語8単位、
保健体育科目のスポーツ健康マネジメント演習Ⅰ及びス
ポーツ健康マネジメント演習Ⅱの2単位、計18単位以上

　（2）�専門教育科目32単位以上
2 �　転学部を願い出た者が、前項に定める単位数を修得できな
かつた場合は、その願い出は無効とする。
第�4 条　転学部を許可する時期は、学年の初めとする。
第�5 条　転学部を願い出る者は、所定の出願書類に学業成績証
明書を添え、所属する学部又は学環の長を経て願い出なけれ
ばならない。
第�6 条　転学部の許可は、所属する学部の教授会又は学環の学
環会議、転学部を願い出た学部の教授会及び合同教授会の審
議を経て、学長がこれを決定する。
第�7 条　転学部を許可された者が、卒業資格を得るには、転学
部以後2年以上在学しなければならない。
第�8 条　この規程に関する事務は、教務部において行う。
第�9 条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て学長が決定
する。
附則
　令和 4年度以前の入学生については、「基礎共通科目」を「基
礎共通科目又は国際言語文化科目」と読み替える。
　令和 6年度以前の入学生については、「スポーツ健康マネジメ
ント演習Ⅰ及びスポーツ健康マネジメント演習Ⅱ」を「基礎体
育学演習」と読み替える。

学士入学規程

� 令和 7 年 2 月27日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則に基づき、学士入学につい
て必要な事項を定める。
第�２ 条　学士入学の願い出は、1学部1学科に限る。
第�₃条　学士入学を願い出ることができる者は、本大学を卒業
又は卒業見込みの者とする。
第�₄条　学士入学を許可する時期は、学年の初めとする。
第�₅条　学士入学を願い出る者は、所定の出願書類に卒業（見込）
証明書及び学業成績証明書を添え、教務部に提出しなければ
ならない。
第�₆条　学士入学の許可は、願い出た学部の教授会及び合同教
授会の審議を経て、学長がこれを決定する。
第�₇条　学士入学年次は原則として3年次とし、学士入学した年
度の3年次学生に適用される学則及び関連諸規程に従い履修す
る。ただし、単位認定の内容や成績によっては、入学年次が2
年次又は1年次となる場合がある。
第�₈条　本人の申請により、学士入学前に本大学で修得した授
業科目に基づき、次のとおり認定する。
　（1）�基礎共通科目は、文学部、経済学部、法学部、経営学部

にあつては18単位を、理工学部、知能情報学部にあつて
は16単位を一括で認定する。 

　（2）�外国語科目（基礎外国語）は、文学部、理工学部、経済学部、
法学部、経営学部、知能情報学部にあつては8単位を一
括で認定する。

　（3）�保健体育科目（スポーツ健康マネジメント演習Ⅰ及びス
ポーツ健康マネジメント演習Ⅱ）は、文学部、理工学部、
経済学部、法学部、経営学部、知能情報学部にあつては
2単位を一括で認定する。

2 �　学士入学前に本大学で修得した授業科目のうち、学士入学
生が所属する学部の卒業必要単位数に充てることができる科
目については、本人の申請により学士入学生が所属する学部
の教授会が認定する。ただし、当該学部の審査により認定す
る単位については、16単位を上限とする。
3 �　教職に関する専門教育科目については、学士入学生が所属
する学部長が教職教育センター所長と協議の上、学士入学前
に本大学で修得した単位を認定することができる。

第�₉条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。
附則
　この規定は、令和 7年度入学生から適用し、令和 6年度以前
の入学生については、「スポーツ健康マネジメント演習Ⅰ及びス
ポーツ健康マネジメント演習Ⅱ」を「基礎体育学演習」と読み
替える。

再入学規程

� 令和 ６ 年10月24日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則及び甲南大学院学則に基づ
き、再入学について必要な事項を定める。
第�２ 条　再入学を願い出ることができる者は、疾病その他やむ
を得ない理由で退学した者又は授業料その他の学費の未納に
よる除籍後1年以上経過した者とし、原則として退学又は除籍
の日から3年以内に願い出るものとする。また、大学院博士後
期課程において、所定の単位を修得し退学した者は再入学を
願い出ることができる。
第�₃条　再入学を許可する時期は、学年又は学期の初めとする。
第�₄条　再入学を願い出る者は、所定の期日までに次の書類を
提出しなければならない。
　（1）再入学願
　（2）修学計画書
　（3）単位認定申請書
　（4）成績証明書
　（5）退学許可通知又は除籍通知の写し
　　　（紛失の場合は在籍期間証明書）
第�₅条　再入学の審査は、願い出た学部、学環又は研究科にお
いて、別に定める方法により行う。
第��₆条　再入学の許可は、前条の審議結果に基づき願い出た学
部の教授会又は学環の学環会議及び合同教授会の審議を経て、
学長がこれを決定する。また、大学院生の再入学の許可は、
前条の審議結果に基づき願い出た研究科の研究科委員会及び
大学院委員会の審議を経て、学長がこれを決定する。
第�₇条　再入学年次及び適用する学則は教授会、学環会議又は
研究科委員会が決定する。
2　 再入学を許可された者は、前項により決定した学則及び再
入学年次に適用される関連諸規程に従い履修する。

第��₈条　本人の申請により、再入学前に本大学で修得した授業
科目の単位に基づき、本大学の学則に設置している授業科目
の単位を、教授会、学環会議又は研究科委員会が認定する。
2　 教職に関する専門教育科目については、再入学生が所属す
る学部長又は学環長が教職教育センター所長と協議の上、再
入学前に本大学で修得した単位を認定することができる。

第�9 条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。
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甲南大学卒業見込証明書の発行基準
� 令和 ６ 年 2 月22日　学長決定

1 �　卒業見込証明書は、次の各号の条件をすべて充足している
者について、発行することができる。
　（1）当該年度を含めて、在学期間が4年以上の者
　（2）�当該年度の履修登録単位数を含めて、卒業に必要な単位

数を充足している者
2 �　前項各号の条件を充足していない者については、所属学部
長又は学環長に連絡の上、卒業見込証明書の発行を停止する。
ただし、前期に前項第2号の条件を充足していない者について、
所属学部長又は学環長が発行を認めた場合は、この限りでない。

甲南大学学費納付規程

� 令和 5 年 3 月24日　理事会改正

（趣旨）
第�1 条　甲南大学（以下「本大学」という。）の学費の納付に関
しては、甲南大学学則によるほか、この規程の定めるところ
による。
2 �　前項の学費とは、入学金、授業料、研究資料費、実験費、
実習費、復籍料、在籍料、科目等履修料、聴講料、登録料、
研修料をいう。

（新入学生）
第�2 条　新入学生の入学時における学費の納付については、別
に定める。

（納付期日）
第�3 条　学費は、所定の金額を前期分及び後期分に分け、毎年
前期分は、5月16日から同月31日までの間に、後期分は、10
月16日から同月31日までの間に納付するものとする。

（延納）
第�4 条　特別の事情がある者は、本大学の承認を受けて、前条
に規定する各期の納付額を次の期日まで延納することができ
る。
　　　前期分　7月31日まで
　　　後期分　1月20日まで
2 �　前項の承認を受けようとする者は、毎学期の初めの本大学
が指定する期限までに、所定の様式により本大学（学生生活
支援センター経由）に願い出なければならない。

（納付期日告示及び学費納付告知書再交付）
第�5 条　本大学は、前2条に規定する各納付期日開始の1週間前
までに掲示をもつて学費の納付を告示する。
2 �　学費納付告知書は、前項の掲示と同時に本大学から各学生
の保証人へ郵送する。
3 �　前項の規定にかかわらず、第1項の掲示後1週間が過ぎても
学費納付告知書が保証人に到着しなかつた場合は、各自財務
部において学費納付告知書の再交付を受けなければならない。
これを怠つたことによつて学費納付遅滞の責めを免れること
はできない。

（除籍）
第�6 条　第3条及び第4条並びに第8条第2項に規定する期間内に
学費を完納しない者は、除籍する。

（復籍）
第�7 条　前条の規定により除籍された者が除籍の日から1年以内

に復籍を願い出て（教務部経由）許可された場合は、7日以内
に当該年度の入学金相当額を復籍料として納付しなければな
らない。ただし、除籍日と同日付の復籍を許可された者（第3
条及び第4条並びに第8条第2項の学費最終納付期日から1箇月
以内に所定の復籍手続をした者）については、復籍料を免除
する。
2 �　復籍を許可された者は、復籍日の属する月から期間計算し
た学費（100円未満の端数は、切上げ）を納付しなければな
らない。

（休学）
第�8 条　休学を許可された者は、休学期間中の在籍料を納付し
なければならない。ただし、その他の学費については、免除
する。
2 �　前項の在籍料の納付は、第3条の納付期日に係わらず、前期
分は7月31日まで、後期分は1月20日までとする。

（停学）
第�9 条　停学中の者は、学費を全額納付しなければならない。
（復学）
第�10条　復学を許可された者は、その者の入学年度の学生と同
額の学費を納付しなければならない。

（再入学）
第�11条　再入学を許可された者は、7日以内に当該年度の入学金
及び当該年次の学生と同額の学費を納付しなければならない。
2 �　次年度以降の学費については、当該年次の学生と同額とする。
（編入学）
第�12条　編入学を許可された者は、所定の期日に当該年度の入
学金及び当該年次の学生と同額の学費を納付しなければなら
ない。
2 �　次年度以降の学費については、当該年次の学生と同額とする。
（学士入学）
第�13条　学士入学を許可された者は、7日以内に当該年度の入学
金及び当該年次の学生と同額の学費を納付しなければならな
い。ただし、卒業と同時に学士入学する者の入学金は、半額
免除する。
2 �　次年度以降の学費については、当該年次の学生と同額とする。
（転学部）
第�14条　転学部を許可された者は、転学部先の学費を納付しな
ければならない。

（学期途中の卒業）
第�15条　学期の途中に卒業する者は、学期の初めの月から卒業
日の属する月までの期間計算した授業料（100円未満の端数
は、切上げ）を納付しなければならない。

（卒業延期）
第�15条の 2　卒業の延期を許可された者は、所定の学修在籍料
を納付しなければならない。なお、当該年度の前期末で卒業
延期の期間変更を許可された場合は、徴収した額の半額を返
付する。

（前期末卒業の延期）
第�15条の 3　前条の規定に関わらず、前期末卒業の延期を許可さ
れた者は、所定の学修在籍料の半額を納付しなければならない。

（科目等履修料）
第�16条　科目等履修生として許可された者は、所定の期日まで
に科目等履修料を納付しなければならない。

（聴講料）
第�17条　聴講生として許可された者は、所定の期日までに聴講
料を納付しなければならない。

（登録料）



130

第５部：資料

関
連
諸
規
程

K DIC162  1132784_甲南大学2025履修ガイドブック_ 

1

校 

２

校 

３

校 _北谷<P130>　

第�18条　研究生として許可された者は、所定の期日までに登録
料を納付しなければならない。

（規程の改廃）
第�19条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が提
案し、理事会が行う。
附則
　この規程は、令和5年4月1日から施行する。ただし、令和4年
以前の入学生には、改正前の第1条第2項及び第7条第2項・第3
項の規定を適用する。

甲南大学卒業延期に関する規程

� 令和 ６ 年 ２ 月27日　理事会改正

（目的）
第�1 条　この規程は、甲南大学学則（以下「学則」という。）第
16条の2に基づき、卒業の要件を充たす学生が目標とする進
路、資格等を獲得するため卒業を保留し、引き続き在学を希
望する場合に、卒業を延期して在学することを認める制度（以
下「卒業延期制度」という。）について必要な事項を定めるこ
とを目的とする。

（手続）
第�2 条　卒業延期を希望する学生は、所定の期限までに卒業延
期願（様式第1号）を提出しなければならない。ただし、願出
の提出は1回限りとする。

（延長の許可）
第�3 条　卒業延期願が提出されたときは、申請者が次の各号に
定める要件をすべて満たすことを申請者が所属する学部教授
会又は学環会議（以下「教授会等」という。）及び合同教授会
の審議を経て、学長が許可する。
　（1）�4年以上在学し、所定の卒業必要単位数を修得している

こと
　（2）�引き続き在学する期間を含めて在学期間8年を超えない

こと
　（3）�授業料等の学費を滞納していないこと
　（4）�目標とする進路、資格等を獲得するため、本制度を必要

とすること
2 �　前項により卒業の延期を許可された者（以下「卒業延期者」
という。）に対して、卒業延期の許可を通知する。

（延長期間）
第�4 条　卒業延期制度による在学の延長期間は、1年以内とする。
（授業科目の履修）
第�5 条　卒業延期者は、卒業延期期間中、授業科目を履修する
ことができる。ただし、当該学部又は学環において履修する
ことができる授業科目等を制限することができる。

（学費）
第�6 条　卒業延期者は、別に定める学修在籍料を納付しなけれ
ばならない。

（卒業の時期）
第�7 条　卒業延期者の卒業の時期は、原則として学年度末とする。
（卒業の繰上）
第�8 条　卒業延期者が、卒業延期制度の適用を受けている期間
を繰り上げて、前期末卒業を希望する場合は、所定の期限ま
でに卒業延期の期間変更願（様式第2号）を提出しなければな
らない。
　�この場合、学長は、教授会等及び合同教授会の審議を経て、

卒業延期の期間変更を許可し、前期末卒業を認めるものとする。
（卒業延期の取消）
第�9 条　卒業延期者が、延期期間に係る学修在籍料を所定の期
限までに納入しなかった場合は、卒業延期の許可を取り消す。
この場合、学長は、教授会等及び合同教授会の審議を経て、
本来卒業すべき年度末又は前期末における卒業を認めるもの
とする。
第�10条　卒業延期者が、本来卒業すべき年度末又は前期末の終
了日の卒業を希望する場合は、所定の期限までに卒業延期許
可取消願（様式第3号）を提出しなければならない。この場合、
学長は、教授会等及び合同教授会の審議を経て、卒業延期を
取り消し、本来卒業すべき年度末又は前期末における卒業を
認めるものとする。

（休学）
第�11条　卒業延期者が、卒業延期期間中に休学することはでき
ない。

（留学）
第�12条　卒業延期者が、卒業期間延期中に留学を願い出た場合
は、教授会等の審議を経て、学長がこれを許可する。

（所管）
第�13条　卒業延期制度に関する事務は、教務部の所管とする。
（改廃）
第�14条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が提
案し、理事会が行う。

科目等履修生規程

� 令和 ６ 年 ２月22日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則に基づき、科目等履修生に
ついて必要な事項を定める。
第�2 条　科目等履修生を願い出ることができる者は、高等学校
卒業者又はこれと同等以上の学力があると認められる者とす
る。
第�3 条　科目等履修生を願い出る者は、次の出願書類に科目等
履修生検定料を添えて願い出なければならない。
　（1）�科目等履修生出願票（写真添付）
　（2）�最終学校における卒業証明書（ただし、教育職員免許等

の資格取得を希望する者は、成績証明書添付）
　（3）健康診断書
2 �　本大学院学生が、科目等履修生を願い出る場合は、出願書
類に指導教員の承諾書を添えなければならない。
第�4 条　科目等履修生を許可する時期は、学年又は学期の初め
とする。
第�5 条　科目等履修生の許可は、当該科目を開設する教授会、
学環会議、教員会議又は運営委員会の審議に基づき、学長が
これを決定する。
第�6 条　科目等履修生を許可された者は、所定の期間内に科目
等履修料を納付しなければならない。
2 �　本大学院学生の科目等履修料は、1学年度16単位を限度と
し免除することができる。
3 �　科目等履修料及び科目等履修生検定料は別に定める。
4 �　既納の科目等履修料及び科目等履修生検定料は、いかなる
事情があつても返付しない。
第�7 条　科目等履修生が1学年度に履修することができる単位数
は、32単位以内とする。
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2 �　実験、実習、演習及び基礎外国語科目の履修は、原則とし
て許可しない。その他の科目についても、許可しないことが
ある。
第�8 条　科目等履修生を許可された者には、科目等履修生証を
交付する。
2 �　科目等履修生は、科目等履修生証を携帯しなければならない。
第�9 条　単位の認定は、試験その他適当な方法による。
2 �　願い出により単位修得証明書を交付する。
第�10条　科目等履修生として、不適当な行為があつたときは、
科目等履修生の許可を取り消すことがある。
第�11条　他大学との単位互換協定に基づく科目等履修生につい
ては、この規程に定める必要条項のほか、当該協定に基づく
ものとする。
第�12条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

研究生規程

� 令和 4 年 3 月28日　学長決定

第�1 条　甲南大学学則に規定する研究生については、この規程
の定めるところによる。
第�2 条　研究生は、本大学専任教員の指導（以下「指導教員」
という。）のもとに研究を行うものとする。
第�3 条　研究生は、指導教員及び担当教員の許可を得て研究に
関連のある開講科目の授業に出席することができる。ただし、
単位は与えないものとする。
2 �　在留資格の取得又は更新を要する研究生は、科目等履修生
又は聴講生として、研究に関連のある開講科目の授業を、研
究期間を通して週に7科目以上受講しなければならない。
第�4 条　研究生の研究期間は、1年以内（学年度の途中で研究生
となつた者は、その学年度末まで）とし、引き続き研究を行
うことを希望する者は、1年以内に限り更新を出願することが
できる。ただし、修士の学位を有する者については、1年以内
に限らない。
2 �　更新の出願手続については、第5条第2項第1号、第2号及び
第6号の規定を準用する。
3 �　更新の出願の許可については、第6条第1項の規定を準用す
る。
第�5 条　研究生となることを出願する者は、大学の卒業者又は
これと同等以上の学力があると認められる者とする。
2 �　出願者は、指導教員の所属する学部等の学部長、全学共通
教育センター所長（以下「学部長等」という。）に、次の書類
を提出しなければならない。
　（1）�願書（本大学所定のもの）
　（2）�研究計画書（本大学所定のもの）
　（3）履歴書（写真添付）
　（4）�最終学校における成績証明書及び卒業証明書
　（5）�健康診断書
　（6）�勤務先を有する者は、その所属長の承諾書
第�5 条の 2　研究生の選考は、指導教員との面接、提出された
研究計画書及び最終学校における成績証明書等に基づいて、
指導教員の所属する当該教授会又は教員会議の審議により行
うものとする。
第�6 条　研究生の許可は、学年又は学期の初めとし、当該教授
会の審議に基づき、学長がこれを決定する。
2 �　研究生を辞退しようとするときは、辞退願を学部長等を経

て、学長に提出しなければならない。
3 �　辞退願の提出を受けた場合は、学長は当該教授会の審議に
基づき、辞退を許可する。
第�6 条の 2　在留資格の取得又は更新を要する研究生は、受講
届を提出しなければならない。
第�7 条　研究生は、許可を受けた日から7日以内に、別に定める
登録料を納付しなければならない。
　�ただし、研究期間が半年の者は、半額とする。
2 �　在留資格の取得又は更新を要する研究生は、前項に定める
登録料及び受講する科目の単位数に相当する科目等履修料又
は聴講料を納付しなければならない。
3 �　既納の登録料、科目等履修料及び聴講料については、いか
なる事情があっても返付しない。
第�8 条　研究生には、研究生証を交付する。
2 �　研究生は、研究生証を携帯しなければならない。
第�9 条　指導教員は、毎年学年度末（年度途中で研究期間が終
了する者においてはその終了時まで）に研究生に研究報告書
を作成させ、学部長等に提出するものとする。
第�10条　研究生の身分は、別段の定めがない限り、本大学科目
等履修生に準ずるものとし、懲戒処分についても同様とする。
第�11条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

甲南大学聴講生規程

� 令和 ６ 年 ２月22日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則に基づき、聴講生について
必要な事項を定める。
第�2 条　聴講生を願い出ることができる者は、満18才以上の者
とする。
第�3 条　聴講生を願い出る者は、次の出願書類に聴講生検定料
を添えて願い出なければならない。
　（1）聴講生出願票（写真添付）
　（2）健康診断書
第�4 条　聴講生を許可する時期は、学年又は学期の初めとする。
第�5 条　聴講生の許可は、当該科目を開設する教授会、学環会議、
教員会議又は運営委員会の審議に基づき、学長がこれを決定
する。
第�6 条　聴講生を許可された者は、所定の期間内に聴講料を納
付しなければならない。
2 �　聴講料及び聴講生検定料は別に定める。ただし、本大学の
卒業生（旧制甲南高等学校卒業生を含む。）については、聴講
生検定料は免除することができる。
3 �　既納の聴講料及び聴講生検定料は、いかなる事情があつて
も返還しない。
第�7 条　聴講生が1学年度に聴講することができる単位数は、
20単位以内とする。ただし、在留資格の取得又は更新を要す
る場合は、この限りではない。
2 �　実験、実習、演習及び基礎外国語科目の聴講は、原則とし
て許可しない。その他の科目についても、許可しないことが
ある。
第�8 条　聴講生を許可された者には、聴講生証を交付する。
2 �　聴講生は、聴講生証を携帯しなければならない。
第�9 条　聴講生は、聴講した授業科目の試験を受けることがで
きる。ただし、単位は付与しない。
第�10条　聴講生として、不適当な行為があったときは、聴講生
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の許可を取り消すことがある。
第�11条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

甲南大学大学院科目等履修生規程

� 令和 ６ 年 ２ 月22日　学長決定

（趣旨）
第�1 条　この規程は、甲南大学大学院学則に基づき、甲南大学
大学院における大学院科目等履修生（以下「科目等履修生」
という。）について必要な事項を定める。

（資格）
第�2 条　科目等履修生を願い出ることができる者は、次の各号
のいずれかに該当する者とする。
　（1）�大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認

められる者
　（2）�履修しようとする授業科目について、各研究科の定める

ところにより、当該授業科目を履修するに十分な学力を
有すると認められる者

（入学時期）
第�3 条　科目等履修生を許可する時期は、学年又は学期の初め
とする。

（履修許可科目及び単位数）
第�4 条　科目等履修生として履修を許可する授業科目は、修士
課程開講科目のうち、教育研究に支障のない範囲で各研究科
が定めるものとし、1学年度に履修することができる単位数は、
12単位以内とする。
2 �　実験、実習及び演習科目の履修は、原則として許可しない。
その他の授業科目についても、許可しないことがある。
3 �　正規の大学院生の履修登録がなかつた授業科目については、
履修を一旦許可された授業科目でも、許可を取り消すことが
ある。

（出願手続）
第�5 条　科目等履修生を願い出る者は、次の出願書類に科目等
履修生検定料を添えて、学長に願い出なければならない。
　（1）�科目等履修生出願票（本大学所定用紙）
　（2）�最終学校における成績証明書及び卒業（卒業見込み）証

明書
　（3）�健康診断書
2 �　本大学の学部・学環の学生が、科目等履修生を願い出る場
合は、前項第2号及び第3号に掲げる出願書類の提出を要しな
い。

（選考）
第�6 条　科目等履修生の許可は、当該授業科目を開設する研究
科委員会の審議に基づき、学長がこれを決定する。

（納付金）
第�7 条　科目等履修生を許可された者は、所定の期間内に科目
等履修料を納付しなければならない。
2 �　本大学の学部・学環の学生の科目等履修料は、1学年度10
単位を限度とし免除することができる。
3 �　科目等履修生検定料及び科目等履修料は別に定める。
4 �　既納の科目等履修生検定料及び科目等履修料は、いかなる
事情があつても返付しない。

（科目等履修生証）
第�8 条　科目等履修生を許可された者には、科目等履修生証を

交付する。
2 �　科目等履修生は、科目等履修生証を携帯しなければならない。
（単位認定）
第�9 条　単位の認定は、試験その他適当な方法による。
2 �　願い出により単位修得証明書を交付する。
（科目等履修生の取り消し）
第�10条　科目等履修生として、不適当な行為があつたときは、
科目等履修生の許可を取り消すことがある。

（改廃）
第�11条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

甲南大学経済学部派遣聴講生規程

� 平成27年 4 月 1 日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則（以下「学則」という。）に
基づき経済学部が単位互換を目的として経済学部の学生（以
下「学生」という。）を経済学部派遣聴講生（以下「派遣聴講生」
という。）として他の大学へ派遣することに関して必要な事項
を定める。
第�2 条　この規程にいう経済学部派遣聴講生とは、大学設置基
準（昭和31年文部省令第28号）に定める他の大学に派遣する
学生であり、本大学の選考を経て派遣を許可されたものをいう。
第�3 条　学長は、経済学部教授会の審議を経て、派遣聴講生の
単位互換に関する事項について、学則に定める他の大学との
協議に基づき、次の協定内容を定める。
　（1）�派遣聴講生の派遣期間、学年及び派遣人数
　（2）�派遣聴講生の履修できる授業科目及び授業科目単位数の

限度
　（3）�指導教員の委嘱
　（4）聴講料の金額及び納付方法
　（5）�その他
第�4 条　派遣聴講生を希望する学生は、派遣聴講生に関する説
明会に出席し、所定の書類を所定の期日までに学長に提出し
なければならない。
2 �　派遣聴講生は、経済学部教授会の審議を経て、学長がこれ
を決定する。
3 �　学長は、前項の決定を受けた派遣聴講生を受入れる大学（以
下「受入れ大学」という。）の学長に推薦する。
4 �　前項に基づき派遣聴講生に決定した学生は、所定の手続を
行わなければならない。
5 �　第2項に定める派遣聴講生の決定を受けた学生が、再度派遣
聴講生を希望することはできない。
第�5 条　派遣聴講生の履修できる授業科目単位数には、受入れ
大学で履修する授業科目のほか、学則に定める本大学へ届け
出る授業科目を含める。ただし、経済学部受講科目の単位制
限の定めを適用する。
第�6 条　派遣聴講生の受入れ大学における授業科目の履修方法、
単位認定、成績評価等については、受入れ大学の学則の定め
るところによる。
2 �　派遣聴講生が所定の書類を添え所定の期日までに申し出た
ときは、学長は、前項の受入れ大学の学則に定めた授業科目
の単位認定及び成績評価についての受入れ大学の学長の報告
に基づいて、経済学部教授会の審議を経て、該当年次に受講
できる授業科目の単位数の範囲を限度として、当該派遣聴講
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生が受入れ大学において履修した単位を本大学において修得
した単位とみなすことができる。
第�7 条　派遣聴講生の派遣期間は、学則に定める在学期間に算
入する。
第�8 条　学長は、第4条第4項に定める派遣聴講生の受入れが受
入れ大学の学長により許可されたときは、受入れ大学の学長
の請求に基づき、聴講料を納付する。
第�9 条　派遣聴講生は、当該派遣期間の学則に定める学費を納
付しなければならない。
2 �　派遣聴講生は、第8条に定める聴講料を除き、当該派遣期間
に必要な費用を負担するものとする。
第�10条　派遣聴講生による受入れ大学の施設、設備等の利用に
ついては、受入れ大学の規程等を適用する。
第�11条　派遣聴講生は受入れ大学の規程等を遵守する義務を負
う。
第�12条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

甲南大学経営学部派遣聴講生規程

� 平成27年 4 月 1 日　学長決定

第�1 条　この規程は、甲南大学学則（以下「学則」という。）に
基づき経営学部が単位互換を目的として経営学部の学生（以
下「学生」という。）を経営学部派遣聴講生（以下「派遣聴講生」
という。）として他の大学へ派遣することに関して必要な事項
を定める。
第�2 条　この規程にいう派遣聴講生とは、大学設置基準（昭和
31年文部省令第28号）に定める他の大学に派遣する学生であ
り、本大学の選考を経て派遣を許可されたものをいう。
第�3 条　学長は、経営学部教授会の審議を経て、派遣聴講生の
単位互換に関する事項について、学則に定める他の大学との
協議に基づき、次の協定内容を定める。
　（1）�派遣聴講生の派遣期間、学年及び派遣数
　（2）�派遣聴講生の履修できる授業科目及び授業科目単位数の

限度
　（3）�指導教員の委嘱
　（4）�聴講料の金額及び納付方法
　（5）�その他
第�4 条　派遣聴講生を希望する学生は、派遣聴講生に関する説
明会に出席し、所定の書類を所定の期日までに学長に提出し
なければならない。
2 �　派遣聴講生は、経営学部教授会の審議を経て、学長がこれ
を決定する。
3 �　学長は、前項の決定を受けた派遣聴講生を受入れる大学（以
下「受入れ大学」という。）の学長に推薦する。
4 �　前項に基づき派遣聴講生に決定した学生は、所定の手続を
行わなければならない。
5 �　第2項に定める派遣聴講生の決定を受けた学生が、再度派遣
聴講生を希望することはできない。
第�5 条　派遣聴講生の履修できる授業科目単位数の限度は、受
入れ大学で履修する授業科目のほか、学則に定める本大学へ
届け出る授業科目を含める。ただし、経営学部受講科目の単
位制限の定めを適用する。
第�6 条　派遣聴講生の受入れ大学における授業科目の履修方法、
単位認定、成績評価等については、受入れ大学の学則の定め

るところによる。
2 �　学長は、前項の受入れ大学の学則に定めた授業科目の単位
認定及び成績評価についての受入れ大学の学長の報告に基づ
いて、当該派遣聴講生が所定の書類を添え所定の期日までに
申し出たときは、経営学部教授会の審議を経て、該当年次に
受講できる授業科目の単位数の範囲を限度として本大学にお
いて修得した単位とみなすことができる。
第�7 条　派遣聴講生の派遣期間は、学則に定める在学期間に算
入する。
第�8 条　学長は、第4条第4項に定める派遣聴講生の受入れが受
入れ大学の学長により許可されたときは、受入れ大学の学長
の請求に基づき、聴講料を納付する。
第�9 条　派遣聴講生は、当該派遣期間の学則に定める学費を納
付しなければならない。
2 �　派遣聴講生は、第8条に定める聴講料を除き、当該派遣期間
に必要な費用を負担するものとする。
第�10条　派遣聴講生による受入れ大学の施設、設備等の利用に
ついては、受入れ大学の規程等を適用する。
第�11条　派遣聴講生は受入れ大学の規程等を遵守する義務を負
う。
第�12条　この規程の改廃は、大学会議の審議を経て、学長が決
定する。

甲南学園情報セキュリティポリシー

� 令和 ６ 年 ３月29日　理事会改訂
（基本方針）
第�1 条　本学園のすべての情報資産の保全のため、情報セキュ
リティ対策の包括的な指針を定める。本学園の役員、教職員、
学生、生徒等（以下「構成員」という。）及び本学園が提供す
る情報サービスを使用するすべての関係者は、本ポリシーを
理解し、遵守するとともに、本学園における教育・研究活動
及び運営において情報資産の活用と保全に努めなければなら
ない。

（目的）
第�2 条　本ポリシーは、次の各号の目的のための遵守事項をま
とめたものである。
　（1）�本学園の情報セキュリティに対するすべての侵害からの

防御
　（2）�本学園内外の情報セキュリティを損ねる加害行為の阻止
　（3）�本学園の情報資産に関する重要度に応じた管理の徹底
　（4）�本学園内における情報セキュリティ侵害等の早期検出と

迅速な対応
（定義）
第�3 条　本ポリシーにおける用語の定義は、次の各号のとおり
とする。
　（1）�「情報資産」とは、電磁的に記録された情報及び情報シス

テムの総称をいう。
　（2）�「情報セキュリティ」とは、情報資産の機密性、完全性及

び可用性を維持することをいう。
　（3）�「インシデント」とは、意図的又は偶発的に生じる、情報

セキュリティを脅かす事象をいう。
（対象）
第�4 条　本ポリシーの対象範囲は、本学園の保有するすべての
情報資産及び本学園のネットワークに接続される情報機器等
とする。
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2 �　 本ポリシーの対象者は、構成員並びに本学園の情報資産を
使用する委託業者及び来訪者等とする。

（組織）
第�5 条　情報セキュリティ対策に関して次の組織を置く。
　（1）�情報セキュリティ最高責任者
　　　�情報セキュリティ最高責任者（以下「最高責任者」とい

う。）は、本学園のすべての情報セキュリティに関する総
括的な権限と責任を有し、理事長がこれにあたる。

　（2）�情報セキュリティ管理者
　　　�情報セキュリティ管理者（以下「管理者」という。）は、

本学園の情報セキュリティを管理し、情報システム室長
がこれにあたる。

　（3）�情報セキュリティ代表責任者
　　　�情報セキュリティ代表責任者（以下「代表責任者」という。）

は、大学又は高等学校・中学校における情報セキュリティ
に関する統括的な権限と管理責任を有し、大学にあつて
は学長、高等学校・中学校にあつては校長がこれにあたる。

　（4）�情報セキュリティ部局責任者
　　　�情報セキュリティ部局責任者（以下「部局責任者」という。）

は、大学の各学部・学環・大学院・センター等、高等学
校・中学校及び各事務部課室（以下「各部局等」という。）
における情報セキュリティに関する統括的な権限と管理
責任を有し、各所属長等がこれにあたる。

2 �　各部局等で管理する情報機器等のアクセス権限、ネットワー
ク接続等に関する諸設定等、情報資産のセキュリティ上の管
理に携わる者として、情報セキュリティ担当者を置くことが
できる。

（責務）
第�6 条　最高責任者は、代表責任者及び部局責任者を通じて、
各部局等に本ポリシーを遵守させなければならない。
2 �　管理者の責務は、次の各号のとおりとする。
　（1）�最高責任者を補佐し、最高責任者に対し全学の情報セキュ

リティ管理に関し、技術的に必要な措置をとるよう意見
を具申するとともに、情報セキュリティの保持のため、
必要な措置を講じなければならない。

　（2）�情報セキュリティに関するインシデントが発生した場合
には、次のとおり対処しなければならない。

　（ア）�不正アクセス若しくはこれに類する情報システムの異常
事態を発見し、又はその報告を受けた場合は、原則とし
て、最高責任者の指示により、関連する通信の遮断又は
関連する情報機器等の切り離し、電源切断など、技術的
に必要な措置を講ずる。

　（イ）�緊急の場合においては、管理者の責務として（ア）の措
置を講ずる。

　（ウ）�発生したインシデントについて、最高責任者並びに関連
する部局等の代表責任者及び部局責任者に報告するとと
もに、再発防止のため必要な措置を講ずる。

　（3）�構成員に対し、本ポリシー及び情報セキュリティに関す
る意識の啓発その他の必要な施策を講じなければならな
い。

3 �　代表責任者は、大学又は高等学校・中学校において、イン
シデントが発生し、又は予見された場合は直ちに管理者に報
告し、必要な措置を講じなければならない。
4 �　部局責任者の責務は、次の各号のとおりとする。
　（1）�各部局等に所属する構成員に本ポリシーを周知し、その

遵守を徹底しなければならない。
　（2）�各部局等において、インシデントが発生し、又は予見さ

れた場合は、直ちに管理者に報告し、必要な措置を講じ
なければならない。

　（3）�各部局等において担当者を設置しない場合は、次項に定
める担当者の責務についても負うものとする。

5 �　 担当者の責務は、次の各号のとおりとする。
　（1）�各部局等で管理する情報機器等を維持管理し、運用に即

した設定や情報セキュリティ維持の責任を負う。
　（2）�不正アクセス等を発見した場合、直ちに部局責任者に報

告するとともに、適切な措置を講じなければならない。
　（3）�利用が認められた者以外の者に情報機器等の利用を許可

してはならない。
　（4）�委託業務等により学外者に本学園の情報機器等を利用さ

せる場合は、本ポリシーを示し、これを遵守させるとと
もに、アクセス違反、情報の漏えい、改ざん等の防止を
図るために必要な措置を講じなければならない。

　（5）�来訪者等の構成員以外の者に本学園の情報機器等を一時
的に利用させる場合は、本ポリシーを示し、これを遵守
させなければならない。

　（6）�情報セキュリティに関する情報に注意を払い、最新の安
全状況を維持するように努めなければならない。

6 �　本学園の構成員の責務等は、次の各号とする。
　（1）�本ポリシーを理解し、これを遵守しなければならない。

また、ガイダンスや研修等を通じて情報セキュリティに
関する理解を深めなければならない。

　（2）�ウイルス、ワーム等に感染している情報機器等及びセキュ
リティの重大な欠陥が周知となつている情報機器等を本
学園のネットワークに接続してはならない。

　（3）�アカウント名及びパスワードが漏えいしないよう管理し
なければならない。また、他の構成員等のアカウントを
用いてはならない。

　（4）�情報機器等を廃棄する場合は、情報の漏えいを防止する
ために必要な措置を講じなければならない。

（情報の管理）
第�7 条　本学園における電磁的に記録された情報については、
その重要度に応じて、管理方法及び責任の所在を明確にして
おかなければならない。また、本ポリシーのほか、個人情報
保護法及び本学園の定める関連規程に基づいて、次の各号の
とおり情報を取り扱わなければならない。
　（1）�構成員は、原則として自ら作成した電磁的に記録された

情報について管理責任を負うとともに、情報の内容や重
要度に応じたアクセス権の設定、バックアップの作成、
改ざん防止、盗難及び紛失防止等の必要な措置を講じな
ければならない。また、アクセス権を設定する場合には、
個人情報の有無、著作権に係る問題の有無など、情報の
内容を十分踏まえなければならない。

　（2）�本学園の情報資産及び本学園のネットワークに接続され
る情報機器等を利用する者（以下「利用者」という。）は、
情報を入手又は利用する際には、アクセス権のない情報
にアクセスを試み、又は改変する権限のない情報を改変
してはならない。また、アクセス権を不正な手段で入手
してはならない。

　（3）�利用者は、アクセス権が不適切に設定されていることを
発見した場合は、その情報の作成者、各部局等の部局責
任者又は担当者に、その旨を通報しなければならない。

　（4）�利用者は、インシデントと思われる事態を発見した場合
には、各部局等の部局責任者又は担当者に直ちにその旨
を通報しなければならない。
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（技術的セキュリティ）
第�8 条　技術的セキュリティの基本単位は個々の情報機器等と
し、利用者は最新の安全状況を維持するように努めなければ
ならない。
2 �　最高責任者は、管理者からの申出に基づき、本学園のネッ
トワークの利用を全学的見地から制限することができるもの
とし、利用に関する制限の内容の周知を図るものとする。な
お、利用者は、利用に関する制限について異議があるときは、
最高責任者に対して、理由を付した文書により異議を申し立
てることができる。
3 �　管理者は、利用者に対して、情報機器等の適切な管理及び
関連する技術情報等を提供するものとする。

（履歴の管理）
第�9 条　管理者は、情報セキュリティの維持及び強化のために
必要と認めた場合は、本学園のネットワークにおける履歴を
採取することができる。なお、利用者は、履歴の採取につい
て異議があるときは、最高責任者に対して、理由を付した文
書をもって異議を申し立てることができる。

（監査）
第�10条　監査部は、本ポリシーに定める各項目について、監査
を行うものとする。
2 �　監査部は、監査の結果を理事長に報告しなければならない。
3 �　監査の公正性及び中立性を確保するため、外部の監査組織
の利用を妨げない。

（改廃）
第�11条　本ポリシーの改廃は、理事会が行う。また、本ポリシー
の実施規程等は情報システム運営委員会が別に定める。

甲南学園情報システム利用内規

� 平成27年 2 月16日
� 情報システム運営委員会承認

（目的）
第�1 条　本内規は、学校法人甲南学園（以下「本学園」という。）
における情報システムの利用に関する事項を定め、情報セキュ
リティの確保及び円滑な情報システムの利用に資することを
目的とする。

（定義）
第�2 条　本内規における用語の定義は、次の各号のとおりとする。
　（1）�「アカウント」とは、情報システムの利用にあたつて用い

る利用者識別番号をいう。
　（2）�「情報機器等」とは、パーソナルコンピュータ及びこれに

類する情報処理機器をいう。
　（3）�その他の用語の定義は、甲南学園情報システム基本規程、

甲南学園情報セキュリティポリシー（以下「セキュリティ
ポリシー」という。）及び情報システム管理運用内規で定
めるところによる。

（対象）
第�3 条　本内規の対象者は、本学園の情報システム及びこれに
関わる情報資産を利用するすべての者（以下「利用者」という。）
とする。
2 �　本内規の対象範囲は、本学園のネットワーク及び本学園内
のすべての情報システムとする。

（遵守事項）
第�4 条　利用者は、本内規、本学園の情報システムの利用に関

する手順及びガイドライン並びに個人情報保護に関する規程
等を遵守しなければならない。

（利用手続）
第�5 条　利用者は、利用する情報システムの情報システム管理
責任者（以下「管理責任者」という。）が定める手続に従つて、
アカウントの交付を受けなければならない。また、申請内容
に変更が生じたときは、遅滞なく当該情報システムの管理責
任者に届け出なければならない。ただし、個別の申請又は届
出が必要ないことをあらかじめ別に定めている場合は、この
限りでない。

（接続の許可）
第�6 条　本学園のネットワークに情報機器等を接続するときは、
情報セキュリティ管理者（以下「管理者」という。）の定める
手続に従つて、情報機器等をネットワークに接続するために
必要なグローバルインターネットプロトコルアドレス（以下
「IPアドレス」という。）を取得しなければならない。また、
申請内容に変更が生じたときは、遅滞なく管理者に届け出な
ければならない。ただし、個別の申請又は届出が必要ないこ
とをあらかじめ別に定めている場合は、この限りでない。
2 �　IPアドレスの交付基準及び規則は、管理者が別に定める。
（アカウント及びパスワードによる認証）
第�7 条　利用者は、アカウントの管理に際して、次の各号を遵
守しなければならない。
　（1）�アカウント名及びパスワードを漏えいしないよう管理し

なければならない。
　（2）�自分のアカウントを第三者に使用させてはならない。
　（3）�第三者のアカウントを使用してはならない。
　（4）�使用中の情報機器等から長時間離席する場合には、第三

者が操作できないようにしなければならない。
　（5）�アカウントを他の者に使用され又はその危険が発生した

場合には、セキュリティポリシーに基づき、直ちに通報
しなければならない。

　（6）�本学園の情報システムを利用する必要がなくなつた場合
は、遅滞なく管理責任者に届け出なければならない。た
だし、個別の届出が必要ないことをあらかじめ別に定め
ている場合は、この限りでない。

（禁止事項）
第�8 条　利用者は、本学園の情報システムにおいて、次の各号
に定める行為を行つてはならない。
　（1）�教育・研究活動及び運営目的を逸脱した行為
　（2）�公序良俗に反する行為
　（3）�特定の個人・団体への誹謗中傷、差別的な内容、猥褻な

内容の情報を利用する行為
　（4）�人権及びプライバシーを侵害する情報を利用する行為
　（5）�守秘義務に違反する行為
　（6）�著作権等の財産権を侵害する行為
　（7）�虚偽情報の提供、詐欺、他人を詐称する行為
　（8）�通信の秘密を侵害する行為
　（9）�正当な理由なくネットワーク上の通信を監視し、又は情

報機器等の利用情報を取得する行為
　（10）�不正アクセス行為の禁止等に関する法律に定められた

アクセス制御を免れる行為又はこれに類する行為
　（11）�情報セキュリティ最高責任者（以下「最高責任者」と

いう。）の許可を得ず、情報システムのセキュリティ上
の脆弱性を検知する行為

　（12）�過度の通信負荷等によりネットワーク又は情報システ
ムの円滑な運用を妨げる行為
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時
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成
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紙
　
～
『
履
修
要
項
』
『
履
修
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
『
シ
ラ
バ
ス
』
を
よ
く
見
て
作
り
ま
し
ょ
う
～

★
見
本
★

月
単 位

●
限

甲
南
ゼ
ミ
A

2
通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

≪
時
間
割
作
成
の
手
順
≫
　
～
シ
ラ
バ
ス
を
検
索
・
確
認
し
な
が
ら
記
入
し
ま
し
ょ
う
～

以
下
の
順
序
で
時
間
割
の
コ
マ
を
埋
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

　
①
�基
礎
外
国
語
（
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�E
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基
礎
第
2
外
国
語
）・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習

　
②
�専
門
教
育
科
目
の
必
修
科
目

　
③
�空
い
て
い
る
コ
マ
に
基
礎
共
通
（
導
入
共
通
科
目
を
含
む
）
や
専
門
教
育
科
目
の
選
択
必
修
科
目
な
ど

≪
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
≫

◆
前
期
と
後
期
の
コ
マ
数
の
バ
ラ
ン
ス
や
履
修
計
画
の
見

通
し
を
立
て
る
た
め
、
前
期
の
時
点
で
後
期
の
方
も
時
間

割
を
作
成
し
て
み
る
こ
と
！

【
前
期
】

月
単 位

火
単 位

水
単 位

木
単 位

金
単 位

前 期 の 総 登 録 単 位 数

︵ 通 年 科 目 も 前 期 に 含 ん で お き ま し ょ う ︶

1
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通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
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選

履
修
取
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可
・
不
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通
常
・
事
前
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選

履
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取
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可
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不
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常
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前
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選
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不
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前
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抽
選

履
修
取
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可
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不
可
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選
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前
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選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可
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通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
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不
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前
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抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
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選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
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前
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抽
選

履
修
取
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可
・
不
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通
常
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事
前
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選

履
修
取
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可
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不
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前
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選

履
修
取
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可
・
不
可
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常
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事
前
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抽
選

履
修
取
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可
・
不
可
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事
前
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抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可
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単 位

通
常
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事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可
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事
前
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抽
選
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修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

集
中

通
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事
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抽
選・
事
後
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可
・
不
可
通
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事
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抽
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後
履
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取
消

可
・
不
可
通
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事
前・
抽
選・
事
後
履
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取
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可
・
不
可
通
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事
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抽
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後
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可
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不
可
通
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事
後
履
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【
後
期
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月
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火
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水
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木
単 位

金
単 位

後 期 の 総 登 録 単 位 数

1
限

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
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可
・
不
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通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
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消
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可

通
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前
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抽
選

履
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取
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可
・
不
可

2
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通
常
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前
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選

履
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通
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選
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可
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不
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前
・
抽
選

履
修
取
消

可
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不
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通
常
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前
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抽
選

履
修
取
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可
・
不
可

通
常
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前
・
抽
選
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可
・
不
可

3
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通
常
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前
・
抽
選
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可
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不
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通
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前
・
抽
選
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修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

4
限

通
常
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選
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可
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不
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前
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選
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消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
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前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可
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限

単 位

通
常
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前
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履
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可
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不
可
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抽
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履
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取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
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履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
事
前
・
抽
選

履
修
取
消

可
・
不
可

通
常
・
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前
・
抽
選

履
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消

可
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可
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中

通
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消

可
・
不
可
通
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事
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抽
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事
後
履
修
取
消

可
・
不
可
通
常・
事
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抽
選・
事
後
履
修
取
消

可
・
不
可
通
常・
事
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抽
選・
事
後
履
修
取
消

可
・
不
可
通
常・
事
前・
抽
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事
後
履
修
取
消

可
・
不
可

単
位
制
限
の
上
限

（
履
修
要
項
を
確
認
）

を
超
え
て
い
な
い
か

要
チ
ェ
ッ
ク
！

　（13）�その他法令に基づく処罰の対象となり、又は損害賠償
等の民事責任を発生させる行為

　（14）�前各号に定める行為を助長する行為
2 �　利用者は、ネットワーク上の情報機器等の間を相互に直接
接続し、データを送受信する通信方式を用いて通信するソフ
トウェア（以下「P2Pソフトウェア」という。）について、本
学園の教育・研究活動及び運営目的以外にこれを利用しては
ならない。また、P2Pソフトウェアを利用する場合は、あら
かじめ管理者に届け出なければならない。

（違反行為への対処）
第�9 条　利用者の行為が前条に掲げる事項に違反する行為（以
下「違反行為」という。）と合理的な疑いをもつたときは、情
報セキュリティを脅かすインシデントとして、セキュリティ
ポリシーに基づく対処を行う。
2 �　調査によつて違反行為が判明したときは、セキュリティポ
リシーに定める措置のほか、当該行為者の所属する部局等の
情報セキュリティ部局責任者（以下「部局責任者」という。）、
管理責任者及び管理者は、次の各号に掲げる措置を講ずるこ
とができる。
　（1）�当該行為者に対する当該行為の停止
　（2）�当該行為者のアカウント停止、又は削除
　（3）�当該行為に関連する情報機器等の接続許可の取り消し
3 �　部局責任者及び管理責任者は、これらの違反行為について
遅滞なく最高責任者に報告しなければならない。

（情報機器等の利用）
第�10条　利用者は、情報機器等の利用にあたつては、これらの
情報及び情報機器等の適切な保護に配慮しなければならない。

（電子メールの利用）
第�11条　利用者は、電子メールでの情報の送受信等を行う際に
は、不正プログラムの感染、情報の漏えい、誤つた相手への
情報の送信等により本学園が受ける脅威に注意するとともに、
本学園の社会的信用を失わせることのないよう注意しなけれ
ばならない。
2 �　利用者は、電子メールの利用にあたつては、別に定めるガイ
ドライン等を遵守しなければならない。

（ウェブの利用及び公開）
第�12条　利用者は、ウェブブラウザを利用したウェブサイトの
閲覧、情報の送受信、ファイルのダウンロード等を行う際に
は、不正プログラムの感染、情報の漏えい、誤つた相手への
情報の送信等により本学園が受ける脅威に注意するとともに、
本学園の社会的信用を失わせることのないよう注意しなけれ
ばならない。
2 �　本学園の構成員が、ウェブサイトを公開する場合は、別に
定めるガイドライン等に従い公開しなければならない。
3 �　研究室等で学外に向けて公開されるウェブサーバを運用し
ようとする場合は、事前に各部局等の部局責任者を通じて管
理者に申請し、許可を得なければならない。
4 �　ウェブサイトの公開又はウェブサーバの運用に関して、内
規及び実施手順等に違反する行為が認められた場合には、管
理者は当該サイト又はサーバの運用停止を行うことがある。

（情報機器等の学外での利用）
第�13条　利用者は、情報機器等を学外で利用する場合には、以
下の各号を遵守しなければならない。
　（1）�機密を要する情報を記録した情報機器等の学外への持ち

出しには、暗号化、パスワード保護、作業中の覗き見防
止等の保護措置を講じなければならない。

　（2）�学外で利用する情報機器等は、可能な限り強固な認証シ

ステムを有し、ウイルス対策ソフトウェア等は、最新の
状態で情報機器等を保護できるものでなければならない。

　（3）�情報機器等の画面を第三者から容易に見える状態で利用
してはならない。また、当該システムを第三者が支配又
は操作可能な状態にしてはならない。

（学外の情報システムとの接続）
第�14条　利用者は、学外の情報システムと本学園のネットワー
ク又は情報システムとの接続において、以下の各号を遵守し
なければならない。
　（1）�学外の情報システムを用いて本学園のネットワーク又は

情報システムに接続するにあたつて、事前に管理者の許
可を得なければならない。

　（2）�利用する学外の情報システムは可能な限り強固な認証シ
ステムを備え、履歴管理機能を有するものでなければな
らない。ウイルス対策ソフトウェア等は、最新の状態で
当該システムを保護できるものでなければならない。

　（3）�許可された者以外に学外の情報システムを利用させては
ならない。また、当該システムを第三者が支配又は操作
可能な状態にしてはならない。

（安全管理義務）
第�15条　利用者は、自己の管理する情報機器等について、本学
園の情報システムとの接続状況に関わらず、安全性を維持す
る一次的な責任を有することに留意し、悪意あるプログラム
等を導入することがないよう適切な措置を講じなければなら
ない。
　（1）�セキュリティ情報に留意し、セキュリティパッチ等の適

用やウイルス対策ソフトウェアの利用によつて、不正プ
ログラム感染の予防に努めること。

　（2）�外部からのデータやソフトウェアを情報機器等に取り込
む場合又は外部にデータやソフトウェアを提供する場合
には、不正プログラム感染の有無を確認すること。

　（3）�情報機器等の破壊、盗難及び紛失を防止するために必要
な措置を講じなければならない。また、情報機器等の紛
失及び盗難は、情報セキュリティを脅かすインシデント
として、セキュリティポリシーに基づき、直ちに報告し
なければならない。

　（4）�情報機器等を廃棄する場合は、情報の漏えいを防止する
ために必要な措置を講じなければならない。

（改廃）
第�16条　本内規の改廃は、情報システム運営委員会が行う。また、
本内規に基づく手順及びガイドライン等は管理者又は管理責
任者が別に定める。 
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